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2014年長野県北部の地震は，糸魚川–静岡構造線活断

層系の北端部を構成する神城断層付近を震源として発生

し，長野県北安曇郡小谷村や白馬村などを中心に，周辺

の家屋や構造物に被害を生じた．地震の規模は気象庁マ

グニチュードMj6.7（モーメントマグニチュードMw6.3），

余震分布から推定された震源断層は長さ約20 kmと推

定されている（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2014）．

産総研地質分野では緊急地震調査対応本部を組織し，地

震発生翌日の11月23日から25日，および12月1日から

12月6日まで，地変変状についての緊急調査を実施した．

調査では，既報の神城断層北端部付近，および震源域に近

接する小谷–中山断層および姫川断層周辺について地表踏

査を実施し，地表地震断層の有無と地震に伴う変位量を確

認した．変位量の計測は，メジャーおよびハンドレベル，

レーザー距離計等による簡易測量を実施し，可能な限り上

下変位，水平短縮，横ずれ変位の三成分を計測した．以上

の緊急調査の結果は，地質調査総合センターのHPで地表

地震断層緊急調査報告として公表されている（近藤ほか，

2014；勝部ほか，2014）．ここでは，その後の補足調査

結果を含めて，地表地震断層の概要を紹介する．

地表地震断層は白馬村塩島から神城三日市場集落付近

までの約9 kmの区間で断続的に連なり，大局的には既

知の活断層である神城断層に沿って地震時変位・変形が

生じたことが明らかとなった（第1図）．地表変位は，白

馬村塩島付近で報告された約90 cmの上下変位（廣内ほ

か，2014）が最大であり，南へ向かって大局的に減少す

る傾向を示す．特に，神城盆地では30 cm程度以下の地

表変位に減少し，神城三日市場より南では，地表地震断層

による顕著な変位・変形は認められなかった（勝部ほか，

2014）．これらは，長野県北部の地震を生じた震源断層の

一部は，神城断層が再活動した結果であることを示す．ま

た，およそ1 mに達する地表変位を伴う内陸地震としては，

これまで知られている中では最も規模が小さいという特徴

がある． 

その一方では，白馬村塩島より北方で小谷村周辺に至る

区間では，既知の活断層トレースおよび姫川断層に沿って，

顕著な地表地震断層は認められなかった．余震分布等から

推定される震源断層では，この区間でも地下ですべりが生

じた可能性が指摘される（地震調査研究推進本部地震調査

委員会，2014）．これは，主要活断層帯の末端で生じる現

象とみられるが，今後さらに詳細を検討する必要がある．

以上のように，長野県北部の地震に伴う地表地震断層は

神城断層に沿って約9 kmの区間で確認された．さらに北

方の区間では顕著な地表地震断層は出現しておらず，地下

で主要なすべりを生じた可能性が高い．今回のように，主

要活断層帯の末端付近で発生し地表変位を伴う中〜大規模

な地震が過去にどの様に繰り返されたのかは未解明の課題

であり，活動履歴や地震時変位量などに基づき古地震学的

に解明していく必要がある．
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第 1図　�長野県北部の地震に伴う地表地震断層の分布．基図は，下川ほか（1995）による糸魚川 –静岡構造線活断層系
ストリップマップ．図中に写真 1～６の撮影地点を示す．なお，写真 6は地質標本館に展示されている断層剥
ぎ取り標本が採取されたトレンチ調査地点にあたる．
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写真 1　�白馬村塩島集落にみられる地表地震断層．写真は北東へ向かって撮影．廣内ほか（2014）により，西側
低下の上下変位約 90 cmが報告されている．

写真 2　�大出集落東に見られるバックスラストによる上下変位．写真は北へ向かって撮影．水田にみられる東側
低下の上下変位量は約 30 cm．

写真 3　白馬村飯森集落の田圃にみられる撓曲変形．写真は南へ向かって撮影．西側低下の上下変位量は約 30 ～ 50 cm．



4     GSJ 地質ニュース Vol. 4  No. 1（2015 年 1 月）

写真 6　�白馬村神城堀之内にみられる舗装道路の短縮変形．写真は北へ向かって撮影．水平短縮量の総計は約
36 cm．右奥の送電線鉄塔から左手の田圃にかけて，奥村ほか（1998）による堀之内地区トレンチ調査お
よび今泉ほか（1997）による地層抜き取り調査が実施され，ほぼ水平な断層と撓曲変形が確認されている．

写真 4　白馬村飯森集落の東，舗装道路にみられる撓曲変形．写真は北へ向かって撮影．上下変位量は約 70 cm．

写真 5　�白馬村飯田集落の東，姫川にかかる橋にみられる水平短縮．写真は東へ向かって撮影．水平短縮量は約
60 ～ 90 cm．


